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Ａ．研究目的 

 新型コロナウイルス感染症（以下、コロナと

する）が流行し始めて 3年が経過した。令和 5

年 3 月 13 日には、マスクの着用が個人の判断

にゆだねられることとなり、同年 5月 8 日には

5類感染症に移行され、少しずつ行動制限も緩

やかになってきた。コロナ流行以降、様々な制

限のある生活を子どもたちも長期間にわたっ

て受けてきた。日本国内でも多くの子どもや家

族が、社会サービスとの接点を失い、孤立し、

ストレスを抱える結果となった。家庭に閉じこ

もることによる虐待や、子どもへの身体やメン

タルヘルスへの悪影響などが世界的に問題視

されている。山梨大学において 1回目の緊急事

態宣言中に行ったウェブ調査においても、平時

の倍以上の保護者が不安を抱えており、保護者

の不安と子どもの心身の不調の間に強い関連

があることが示された。感染への恐怖や、過剰

な感染予防対策などにより、子どもは日常生活

の中でストレスにさらされてきたことが推察

される。 

我々は、令和 3年度厚生労働科学研究費補助
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我々は、令和 3年度厚生労働科学研究費補助金 成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業 「母

子保健情報を活用した「健やか親子２１（第２次）」の推進に向けた研究（１９ＤＡ１００３）」

（研究代表者：上原里程）の分担研究の一環として、感染症対策の長期的な影響を把握すること

を目的として、子どもとその保護者の生活状況、身体的、精神的な状態を調査した。そして本年

度は、2020 年 1 月以降、保育園・幼稚園・認定こども園、小学校で行われたコロナの感染症対

策、および、子どもの生活状況、身体、精神的な状態を調査することで、新型コロナウイルス感

染症（以下、コロナとする）対策が、子どもの心身にどのような影響を与えるのかを評価するこ

とを目的として調査を行った。 

環境省「子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）」において、甲信ユニットセ

ンターが対象者をリクルートした際の対象地域に所在する保育園・幼稚園・認定こども園、そし

て小学校の計 170 か所を対象とした。その結果、園 40か所、学校 34 か所、計 74か所（回収率：

43.5％）から回答を得た。今後は解析作業を進めていく。 
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（第２次）」の推進に向けた研究（１９ＤＡ１

００３）」（研究代表者：上原里程）の分担研究

の一環として、感染症対策の長期的な影響を把

握することを目的として、子どもとその保護者

の生活状況、身体的、精神的な状態を調査した。

そして本年度は、2020 年 1 月以降、保育園・

幼稚園・認定こども園、小学校で行われたコロ

ナの感染症対策、および、子どもの生活状況、

身体、精神的な状態を調査することで、コロナ

感染症対策が、子どもの心身にどのような影響

を与えるのかを評価することを目的として調

査を行った。現在、本調査は解析中のため、本

稿では調査の回収結果までを報告する。 

 

Ｂ．研究方法 

１．対象者 

 環境省「子どもの健康と環境に関する全国調

査（エコチル調査）」において、甲信ユニット

センターが対象者をリクルートした際の対象

地域に所在する保育園・幼稚園・認定こども園、

そして小学校の計 170 か所を対象とした。 

 

２．実施方法 

 調査は郵送法とし、対象園、および対象小学

校へ依頼状、自記式質問票、返信用封筒を同封

し配布した。 

 

３．調査内容 

 調査内容は以下の通りである（資料 1、2）。 

1） 園・学校名 

2） 回答者の役職 

3） 休園・休校期間 

4） 1 クラスの人数 

5） 園児・児童は感染予防状況について 

6） 休園・休校再開後もコロナを理由に休んだ

園児・児童の有無 

7） 6）の理由 

8） 休園・休校再開後、園児・児童の精神状態

について 

9） 園・学校でとっていた感染予防対策につい

て 

 

（倫理面への配慮） 

本調査実施にあたり、山梨大学医学部倫理委

員会の承認を得て実施した（承認番号第 2324

号）。 

 

Ｃ．研究結果 

 令和 5年 2 月 28 日を締め切りとして、対象

地域内に所在する園、及び小学校、170 か所に

調査票を送付した。その結果、園 40 か所、小

学校 34 か所、計 74 か所（回収率：43.5％）か

ら回答を得た。現在はデータ入力が終了し、デ

ータクリーニング等を行い、解析に向けての準

備を行っている。 

 

Ｄ．考察 

 今回の調査では、回収率が 43.5％にとどま

った。調査の実施にあたり、倫理申請（変更申

請）の通過までに予想以上に時間がかかり、実

際の送付時期、および返送締め切り期日が年度

末近くになってしまった。年度末の業務で忙し

い時期と重なってしまったため、回収率も伸び

悩んだ可能性が考えられる。今後は解析作業を

進め、来年度の報告書で結果を報告したいと考

える。 

 

Ｅ．結論 

 2020 年 1 月以降、保育園・幼稚園・認定こ

ども園、小学校で行われたコロナの感染症対策、

および、子どもの生活状況、身体、精神的な状

態を調査することで、コロナの感染症対策が、
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子どもの心身にどのような影響を与えるのか

を評価することを目的として調査を行った。調

査票の回収率は 43.5％であった。今後は解析

作業を進めていく。 

 

Ｆ．研究発表 

１．論文発表 

なし 

 

２．学会発表 

 なし 

 

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得 

 なし 

 

２．実用新案登録 

 なし 

 

３．その他 

なし 
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